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2022年ソフトウェア品質シンポジウムにおいて
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ソフトウェアテスト自動化を進める中で出た問題について発表した

今回はその内容に対するアップデートの発表となる
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自動テストへの移行を推進
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これまで、システムテストは手動テストを中心

↓

効率化の視点で自動テストへのシフトを推進

【２つの対策を実施】

①自動テストを進めるにあたっての体制を構築し、テスト戦略を設定

②製品毎での自動テスト検討をやめ、知見を共通化

2022年発表資料より
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①自動テストを進めるにあたっての体制を構築し、テスト戦略を設定
2022年発表資料より

テスト
リーダー

テスト
メンバー

Aプロジェクト

Management 

Working Group

テスト
リーダー

テスト
メンバー

Bプロジェクト

テスト
リーダー

テスト
メンバー

Aプロジェクト

Management 

テスト
リーダー

テスト
メンバー
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Beforet After

自動化戦略
自動テスト
なかなか浸透せず 自動テスト

専属の体制を構築

自動テストの活動を推進させることに成功
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新たな取り組み
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新たに、自動テスト未導入のプロジェクトにも水平展開したい

これまでは、ある程度自動テストの知識・経験あるプロジェクトを対象にしていた

水平展開の場合、自動テストの知識・経験のないプロジェクトも対象にする必要性

導入PJ 導入PJ 未導入PJ 未導入PJ

Working group

自動テストを
水平展開したい
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水平展開時に出た問題
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新規導入するとき、問題が出て導入が進まないケースあり

【自動テスト導入にあたっての問題】

①テストにアサインされたテスターでは、自動テストを構築できない

②自動テストの共通ノウハウはあるが、それをプロジェクトに落とし込めない
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問題の背景：一般的な開発体制
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実装チーム

Project lead

テストチーム要求チーム

 設計

 コーディング

 Unit test

 テスト設計

 テスト実施
（手動）

 要件定義

ここで自動テストを実現しようとする
ことにより問題あり
テスター中心の構成であるため
・スキルがマッチしない
・手動テストだけで手いっぱい
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問題の背景：一般的な自動テストのプロセス
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自動テスト
環境構築

テスト仕様
作成

スクリプト
作成

自動テスト
実行/デバッグ

得意でない
自動テスト環境の
知識が必要

得意である
製品仕様に詳しくテ
ストケースについても
熟知

得意でない
コーディングスキルが
必要

得意でない
Failした場合のデバッグ
に解析スキルが必要

自動テストを実現するには、自動テスト特有のエンジニアリングスキルも必要

そこがハードルになっている

テスター
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課題設定
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課題１：自動テストの役割を、エンジニアリング部分とテスト設計部分に分割して活動できるよう、ツールを開発

課題２：テストチームで不足しているエンジニアリング部分の支援体制を構築

「Keyword-Driven-Testフレームワーク」
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Keyword-Driven-Testフレームワーク（KDT）のコンセプト
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【コンセプト】

・自動テストの役割を、エンジニアリング部分とテスト設計部分に分割

・エンジニアリング部分は自動テストエンジニアが担当

・テスト設計部分はテスターが担当。テスターはKeywordを選択しExcelでテスト仕様書を作成

・この構成をフレームワーク化することで、他製品でも活用
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KDTにおける役割分割
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テスター、自動テストエンジニアの得意領域に専念できるよう、役割分担

テスター

自動テストのテスト仕様作成に注力

・自動テストフレームワークを利用し、自動テスト仕様書の作成（Excel）

自動テストエンジニア

自動テストのエンジニアリング部分に注力

・自動テストフレームワークの構築

・自動テストのデバッグ

自動テスト
環境構築

テスト仕様
作成

スクリプト
作成

自動テスト
実行/デバッグ

自動テストエンジニア 自動テストエンジニアテスター
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KDTフレームワーク アーキテクチャ
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ソフトウェア

テストツール言語 Parts table

UIパーツ

自動操作
コマンド

Keyword入力ツール

参照

テスト仕様書

生成

Script変換ツール

Script

自動テストツール

自動テスト実施読み込み

ソフトウェア

自動テストツール は市販ソフトを買い入れ
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Parts table（Microsoft PowerPointの例）
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自動操作
コマンド

Parts table
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Keyword入力ツール
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①参照

Parts table

②Keyword
選択

Keyword入力ツール

ソフトウェア品質シンポジウム2024



EvidentScientific.com

テスト仕様書、Script出力
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Excel出力

Script
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Scriptを使ってテストを実行
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Script

自動テストツール

自動テスト実施読み込み

ソフトウェア

自動テストツール は市販ソフトを買い入れ
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KDTの開発

役割：自動テストエンジニア：Develop担当

ソフトウェア

テストツール言語 Parts table

UIパーツ

自動操作
コマンド

Keyword入力ツール

参照

テスト仕様書

生成

Script変換ツール

Script

自動テストツール

自動テスト実施読み込み

ソフトウェア
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Parts table作成、自動テスト実行結果のデバッグ

役割：自動テストエンジニア：運用担当

ソフトウェア

テストツール言語 Parts table

UIパーツ

自動操作
コマンド

Keyword入力ツール

参照

テスト仕様書

生成

Script変換ツール

Script

自動テストツール

自動テスト実施読み込み

ソフトウェア
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テスト仕様書の作成、Script変換

役割：テスター

ソフトウェア

テストツール言語 Parts table

UIパーツ

自動操作
コマンド

Keyword入力ツール

参照

テスト仕様書

生成

Script変換ツール

Script

自動テストツール

自動テスト実施読み込み

ソフトウェア
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自動操作
コマンド

メリット１：効率的な作業分担

KDTにより、それぞれの得意分野に集中でき、効率的な自動化推進を可能

ソフトウェア

テストツール言語 Parts table

UIパーツ

Keyword入力ツール

参照

テスト仕様書

生成

Script変換ツール

自動テストツール

自動テスト実施読み込み

ソフトウェア
Script
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メリット２：要員アサインの最適化
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自動テストエンジニア：Develop担当

自動テストエンジニア：運用担当

テストチーム：

テスター

テストチーム：

テスター

 製品C  製品D

汎用的にKDT開発を行う
開発したら、複数製品で使用可能

エンジニアリング部分
に注力できるため
１名で2製品を担当可能

各製品ごとに体制構築

自動テストエンジニア：運用担当

テストチーム：

テスター

テストチーム：

テスター

 製品A  製品B

【自動テスト体制 イメージ】

ソフトウェア品質シンポジウム2024



EvidentScientific.com

得意スキルを結集し、ワンチームでKDTを推進
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自動テストエンジニア：Develop担当
パクテラ・テクノロジー・ジャパン(株)

企画・推進

自動テストエンジニア：運用担当

(株)エス・キュー・シー

テストチーム：テスター

(株)エス・キュー・シー
技
術
間
の
連
携
支
援

(株)
メ
イ
テ
ッ
ク
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メリット３：テスト仕様書作成の生産性向上
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Excel出力

Excel読込

互換

Keyword入力ツール テスト仕様書（Excel）

・自作ツール及びExcelを活用することで、複数担当者で並行したテスト仕様書作成が可能
※自動テストツールのライセンス制約を極小化

・Keyword入力に特化したツールなので、習得コストが低い

・Keyword入力ツールとテスト仕様書の互換があるため、Excel機能を使った編集が可能
検索、文字列置換、Copy＆Paste

ソフトウェア品質シンポジウム2024



自己紹介、2022年の発表について1

新たな自動テストの課題2

Keyword-Driven-Testフレームワークの説明3

メリット4

工夫したこと5

まとめ6

Agenda

ソフトウェア品質シンポジウム2024



EvidentScientific.com

Bug切り分け
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自動操作
コマンド

自動テストエンジニア：運用担当の役割

テスターの役割

テストFail時の原因切り分けについてルール化

例）１次：自動テストエンジニアがテストスクリプトに問題ないか切り分け
２次：テスターが同テストを手動で実施し、アプリケーションのバグか切り分け

ソフトウェア

テストツール言語 Parts table

UIパーツ

Keyword入力ツール

参照

テスト仕様書

生成

Script変換ツール

自動テストツール

読み込み

ソフトウェア
Script

自動テスト実施
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役割の冗⾧性
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体制が習熟したら、役割に幅を持たる

例）テスト仕様書を作成して最初の自動テストは、テスターが実行
失敗したときは、テスト仕様書ミスの可能性が高いため

自動操作
コマンド

自動テストエンジニア：運用担当の役割

テスターの役割

ソフトウェア

テストツール言語 Parts table

UIパーツ

Keyword入力ツール

参照

テスト仕様書

生成

Script変換ツール

自動テストツール

読み込み

ソフトウェア
Script

自動テスト実施
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まとめ１：今回の取り組み
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問題：テストチームがテスター中心のため自動テスト推進が難しい

取り組み：

①KDTによる自動テストの役割分担 ②自動テストエンジニアの体制支援
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まとめ２：得られたメリット
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メリット：自動テストの体制を効率的に構築可能、水平展開も容易

メリット：自作ツールならではの使い勝手の良さ
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おわりに：今後の目標
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・KDTの機能拡張を行い、多くの製品へ自動テストの恩恵を深める

現在検討中：ローカライズテスト機構の開発

言語を切り替え、想定する文字列が表示されるかをチェックするテストを自動化したい

・KDTで得られたノウハウを整理

自動テストエンジニア、テスターの経験値は積みあがっている

自動テストエンジニア向けのノウハウは整理しつつあるが、テスター向けはまだ不十分

例）テスト仕様書の開始条件を合わせるため、イニシャライズ処理が必要

・KDT自動テストの経験を増やし、より多くの製品へKDTを展開したい
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